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1.本誌は、物性の研究を共同で促進するため、研究者がその研究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した情報を交換しあうことを目的として、毎月 1@J編

集・刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・国際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意見などです。

2.本誌に投詰された論文については、原則として審査は行いません。 但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には、改訂を求めること、または掲載をお

断りすることがあります。

3. r物性研究」に掲載される論文の著作権は、物性研究刊行会に帰罵することとします。
但し、著者が著作物を使用することをさまたげるものではありません。

4.本誌の論文を欧文の論文中で引用する時には、 BusseiKenkyu 90 (2008)， 1.のように
引用して下さい。

[原稿作成要領]

1.原稿は、原知として日本語に限ります。

2.投稿原稿は2部提出して下さい。但し、研究会報告は l部で結講です。

3.別棋を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10部単位で、注文部数・別刷送付先・

請求先を明記の上、お申し込み下さい。如郁代金については、刊行会までお問い合わ

せ下さい。

4.京期として写真製版でそのまま印捕されますので、以下の点に注意して原稿を作成し
て下さい。

日用紙は A4を縦に使用。(印観はB5になちます。縮小率86%)

2)マージン辻、上下各約3cm、左右各約2.5cmo 1ページに本文34行、 1行に全

角文字で42字程度にして下さい。

3)第 1ページは、タイトルはセンタリング、所高・氏名は志寄せにして、本文と

の関に受理5を入れるので、余自を少しあけて下さい。
4)菌や表は本文中の該当留所に貼り込み、園の下にキャプションを付けて下さいC

5)体裁については、上記は一定、の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん。

5.研究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、刊行会

までお問い合わせ下さい。

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物性研究刊行会

Tel. (075)722-3540， 753-7051 

Fax. (075) 722-6339 

E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac担

URL http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jpFbusseied/ 



決算報告

物性研究 94-2 (2010-5) 

2009年度の決算報告がこの程まとまりましたので、下記の通り、報告します。

物性研究編集長

2009年度決算書

(2009年4月1日--2010年3月31日)

1.収入の部 (丹〉

霊分 金額

前年度繰越額 5.317.366 

個人会費 766，470 

機関会費 3.494.803 

別尉代金 109.382 

その地(著作権料等〉 33，127 

計 9.721.148 

3.年開収支差額 (円)

区 分 金 額

収入額 4.403.782 

支出額 4，645，737 

差写I額 -241，955 

2.支出の部 (円〉

区分 金額

印期費 3，340，543 

送料等 318.626 

編集費 88，400 

事務費 61.4251 

事務委託料 660，000 

周刷制作費 176，7431 

次年度繰越額 5.075.411 

計 9，721，148 
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編集後記

私の所属する研究室では修士一回生が4月から 3月まで適にー田午後をつかつて教

科書の輪読をおこないます。毎年の春になると、この教科書を決めることが楽しくも

あり、つらくもありという時期がやってきます。

輪読にほ研究室のメンバーが全員そろうので、メンバーが知っている分野の初歩的

すぎる本法候補からはずれることになります。もちろん、非常にアドバンストな本は

穆士の学生が限られた時間内で読み進めることができないので現実的で誌ありません。

研究室の誰かが自をつけていた良い本がある場合(しかし、抱メンバーから拒否権を

発動されることもあります)を除けば、ここ数年は、 論文雑誌の Bookreviewから

候補をきめる、 amazoll.comなどでキーワードをいれて出て来たものから挨補をきめ

る、という方法をとっています。

挟補リストができたら、現物の本を院生数人の図書カードをつかって大学内の密書

室から集められるだけ借りてきます。この 10冊程度の本が研究室のテーブルの上につ

まれていて、皆が気の向くときにペラペラと自を通してはグダグタと感想を述べあう

ことが数日から一週間つづきます。このときが一番楽しいのは御想橡のとおりです。

候補から一冊が選ばれていざ読み始めてみると 8月頃には、失敗したなまろとか、期

待してなかったけど結構良い等の審判が下り始めます。「誰だこれを選んだ奴は?Jと

いう犯人探しがはじまると最悪です。年度途中で本を変えることもあります。ここが

つらいところになります。

(春日湯)
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会員規定

個人会員

1.会費:

当会の会費は前納帝IJになっていますc したがって、 3月末までに

次年度分の会費をお振込み下さい。

年会費 9，600円
1st V olume (4 丹号~9 月号)

2nd Volume (10月号~3 月号〉

振替用紙は毎年2月号にとじ込んであります。振替用紙が必要な

場合は、下記までご請求下さい。郵便局の用紙で、も結講です。通

信欄に送金内容を必ず明記して下さい。

部f更振替口座 01010-6-5312 
2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の切れ巨しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない限り、送本は自動的に継読されますのでご注意下さ

し'0
3. 送本先変更の場合:

住所、勤務先の変更などにより、送本先がかわる場合辻、すぐに

ご連絡下さい。

4. 会費器結の場合:

正当な理由なく l年以上の会費を滞納された場合は、送本を停止

することがありますので、ご注意下さし」

機関会員

1.会費:

学校、研究所等の入会、及び舘人でも公費払いのときは機関会員

とみなし、年会費 19.200円です。学校、研究所の会費の支払い
は、後払いでも結構です。串し込み特に、支払いに書類(請求、

見積、納品書)が各何通必要かをお知らせ下さいc 当会の語求書

類で支払いができない場合は、貴校、貴研究所の請求書類をご送

付下さい。

2. 送本中止の場合:

送本の中止は年度の現れ巨しかできません。次の年度より送本

中止を希望される場合、できるだけ早めにご連絡下さい。中止の

連絡のない摂り、送本は邑動的に継続されますのでご注意下さ

し'0

雑誌未着の場合:発行呂より 6ヶ月以内に下記までご連結下さい。

物性研究刊行会

〒606-8502 京都市左京区北白川追分宵 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540， 753-7051 
FAX (075) 722-6339 
E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.j 
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